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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成27年8月3日(2015.8.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第一のガス流を生成するための第一のコンプレッサヘッド（１０２）と、
　前記第一のコンプレッサヘッド（１０２）と流体連絡し、第二のガス流を生成するため
の第二のコンプレッサヘッド（１０４）と、
　前記第一のコンプレッサヘッド（１０２）および前記第二のコンプレッサヘッド（１０
４）と流体連絡し、前記第一のコンプレッサヘッド（１０２）および前記第二のコンプレ
ッサヘッド（１０４）による、それぞれ、前記第一のガス流および前記第二のガス流の連
続的な交互の送出を可能にするための送出コネクタ（１０６）と、
　前記第一のコンプレッサヘッド（１０２）および前記第二のコンプレッサヘッド（１０
４）と流体連絡し、前記第一のコンプレッサヘッド（１０２）と前記第二のコンプレッサ
ヘッド（１０４）との交互のガス流の送出を可能にする往復バイパスコンポーネント（１
０８）であって、これにより交互の順序で、前記第一のガス流の一部が前記第一のコンプ
レッサヘッド（１０２）から前記第二のコンプレッサヘッド（１０４）に方向転換し、第
二のガス流の一部が前記第二のコンプレッサヘッド（１０４）から前記第一のコンプレッ
サヘッド（１０２）に方向転換する、往復バイパスコンポーネント（１０８）と
を備える、コンプレッサ装置（１００）。
【請求項２】
　前記第一のコンプレッサヘッド（１０２）から前記第二のコンプレッサヘッド（１０４
）に、及び逆もまた同様で、方向転換した前記第一のガス流の一部が、前記往復バイパス
コンポーネント（１０８）の中を流れ、前記第一のコンプレッサヘッド（１０２）と前記
第二のコンプレッサヘッド（１０４）との間を流体連絡するそれぞれのバイパスコネクタ
（１４８Ａ、１４８Ｂ）の中を流れる、請求項１記載のコンプレッサ装置（１００）。
【請求項３】
　前記第二のコンプレッサヘッド（１０４）から前記バイパスコンポーネント（１４８Ａ
、１４８Ｂ）を通じて前記第一のコンプレッサヘッド（１０２）に方向転換した前記第二
のガス流の一部が、前記第一のコンプレッサヘッド（１０２）と前記第二のコンプレッサ
ヘッド（１０４）とを流体連絡する前記往復バイパスコネクタ（１０８）の中を流れる、
請求項２記載のコンプレッサ装置（１００）。
【請求項４】
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　前記第一のコンプレッサヘッド（１０２）が第一の吸気行程において動作して前記第一
のガス流を吸引し、上の行程と交互の第一の放出行程において動作して前記第一のガス流
を送出し、一方、前記第二のコンプレッサヘッド（１０４）が第二の吸気行程において動
作して前記第二のガス流を吸引し、上の行程と交互の第二の放出行程において動作して前
記第二のガス流を送出し、前記第一のコンプレッサヘッド（１０２）が前記第一の吸気行
程にあるときに、前記第二のコンプレッサヘッド（１０４）が同時に前記第二の放出行程
にあり、前記第一のコンプレッサヘッド（１０２）が前記第一の放出行程にあるときに、
前記第二のコンプレッサヘッド（１０４）が同時に前記第二の吸気行程にある、請求項１
記載のコンプレッサ装置（１００）。
【請求項５】
　前記往復バイパスコンポーネント（１０８）がバイパスオリフィス（１４９）を含み、
前記バイパスオリフィス（１４９）が開放位置にあるときに、前記方向転換した第一のガ
ス流または前記方向転換した第二のガス流のいずれかの流れを可能にし、前記バイパスオ
リフィスが閉鎖位置にあるときに、前記方向転換した第一のガス流または前記方向転換し
た第二のガス流のいずれかの前記流れを阻止する、請求項１記載のコンプレッサ装置（１
００）。
【請求項６】
　前記バイパスオリフィス（１４９）が、前記方向転換した第一のガス流または方向転換
した第二のガス流のいずれかのガス流を、前記バイパスオリフィス（１４９）によって前
記往復バイパスコネクタ（１０８）を通じて流すまたは阻止するバネ荷重シート（１５２
）を有するソレノイド（１５０）である、請求項５記載のコンプレッサ装置（１００）。
【請求項７】
　前記第一のコンプレッサヘッド（１０２）および前記第二のコンプレッサヘッド（１０
４）の各々が、
　吸気チャンバ（１１０Ａ、１１０Ｂ）と流体連絡し、その中への前記ガス流の吸入を可
能にするための吸気ポート（１４０Ａ、１４０Ｂ）と、
　前記吸気チャンバ（１１０Ａ、１１０Ｂ）およびキャビティ（１１２Ａ、１１２Ｂ）と
連絡し、それぞれの第一の吸気行程および第二の吸気行程期間に、前記ガス流を前記吸気
チャンバ（１１０Ａ、１１０Ｂ）から、前記キャビティ（１１２Ａ、１１２Ｂ）内に流す
ための少なくとも一つの吸気弁（１２０Ａ、１２０Ｂ）と、
　前記キャビティ（１１２Ａ、１１２Ｂ）および放出チャンバ（１１４Ａ、１１４Ｂ）と
連絡し、それぞれの第一の放出行程および第二の放出行程期間に、前記ガス流を前記キャ
ビティ（１１２Ａ、１１２Ｂ）から、前記放出チャンバ（１１４Ａ、１１４Ｂ）内に流す
ための少なくとも一つの放出弁（１２２Ａ、１２２Ｂ）と、
　前記それぞれの第一の吸気行程または第二の吸気行程期間に、前記キャビティ（１１２
Ａ、１１２Ｂ）に対して往復運動で駆動し、弾性ダイヤフラム（１２６Ａ、１２６Ｂ）の
一つの運動によって前記ガス流を前記キャビティ（１１２Ａ、１１２Ｂ）内に吸引し、前
記それぞれの第一の放出行程または第二の放出行程期間に、前記弾性ダイヤフラム（１２
６Ａ、１２６Ｂ）の反対運動によってガスを前記キャビティ（１１２Ａ、１１２Ｂ）から
外に出すように構成された弾性ダイヤフラム（１２６Ａ、１２６Ｂ）と、
　前記放出チャンバ（１１４Ａ、１１４Ｂ）と流体連絡し、前記それぞれの第一の放出行
程および第二の放出行程期間に、前記ガス流を前記放出チャンバ（１１４Ａ、１１４Ｂ）
から出すための出口ポート（１４２Ａ、１４２Ｂ）と
を備える、請求項４記載のコンプレッサ装置（１００）。
【請求項８】
　毎分約０．１リットルの最小流量を達成する、請求項１記載のコンプレッサ装置（１０
０）。
【請求項９】
　前記往復バイパスコンポーネント（１０８）がない別のコンプレッサ装置（１００）よ
りも約２．５倍少ない流量の差異を達成する、請求項１記載のコンプレッサ装置（１００
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）。
【請求項１０】
　最大流量と最小流量との流量比が８００対１を超える、請求項１記載のコンプレッサ装
置（１００）。
【請求項１１】
　前記第一のコンプレッサヘッド（１０２）が前記放出行程にあるときに、前記第一のガ
ス流の一部が前記第一のコンプレッサヘッド（１０２）から前記第二のコンプレッサヘッ
ド（１０４）に方向転換し、前記第二のコンプレッサヘッド（１０４）が前記放出行程に
あるときに、前記第二のガス流の一部が前記第二のコンプレッサヘッド（１０４）から前
記第一のコンプレッサヘッド（１０２）に方向転換する、請求項４記載のコンプレッサ装
置（１００）。
【請求項１２】
　前記第一のコンプレッサヘッド（１０２）および前記第二のコンプレッサヘッド（１０
４）に動作可能にはめ込まれ、前記ダイヤフラム（１２６Ａ、１２６Ｂ）を往復運動で駆
動させる少なくとも一つのモータ（１１６）をさらに備える、請求項１記載のコンプレッ
サ装置（１００）。
【請求項１３】
　コンプレッサ装置（１００）を使用するための方法であって、
　第一のガス流を生成するための第一のコンプレッサヘッド（１０２）と、
　前記第一のコンプレッサヘッド（１０２）と流体連絡し、第二のガス流を生成するため
の第二のコンプレッサヘッド（１０４）と、
　前記第一のコンプレッサヘッド（１０２）および前記第二のコンプレッサヘッド（１０
４）と流体連絡し、前記第一のコンプレッサヘッド（１０２）および前記第二のコンプレ
ッサヘッド（１０４）によるガス流の連続的な交互の送出を可能にするための送出コネク
タ（１０６）と、
　前記第一のコンプレッサヘッド（１０２）および前記第二のコンプレッサヘッド（１０
４）と流体連絡する往復バイパスコンポーネント（１０８）で、そこを通じて前記第一の
コンプレッサヘッド（１０２）と前記第二のコンプレッサヘッド（１０４）との交互のガ
ス流の送出を可能にする往復バイパスコンポーネント（１０８）であって、これにより交
互の順序で、前記第一のガス流の一部が前記第一のコンプレッサヘッド（１０２）から前
記第二のコンプレッサヘッド（１０４）に方向転換し、前記第二のガス流の一部が前記第
二のコンプレッサヘッド（１０４）から前記第一のコンプレッサヘッド（１０２）に方向
転換する、往復バイパスコンポーネント（１０８）と
を備えたコンプレッサ装置（１００）を提供することと、
　前記第一のガス流の一部を前記第一のコンプレッサヘッド（１０２）から前記往復バイ
パスコンポーネント（１０８）を通じて前記第二のコンプレッサヘッド（１０４）に方向
転換することと、
　前記第二のガス流の一部を前記第二のコンプレッサヘッド（１０４）から前記往復バイ
パスコンポーネント（１０８）を通じて前記第一のコンプレッサヘッド（１０２）に方向
転換し、交互の順序で、前記第一のガス流の一部を前記第一のコンプレッサヘッド（１０
２）から前記第二のコンプレッサヘッド（１０４）に方向転換することと
を含む、方法。
【請求項１４】
　前記第一のガス流の一部を前記第一のコンプレッサヘッド（１０２）から前記第二のコ
ンプレッサヘッド（１０４）に方向転換することが、前記第二のガス流の一部を前記第二
のコンプレッサヘッド（１０４）から前記第一のコンプレッサヘッド（１０２）に方向転
換することと交互に起こる、請求項１３記載の方法。
【請求項１５】
　前記第一のガス流の一部を前記第一のコンプレッサヘッド（１０２）から前記第二のコ
ンプレッサヘッド（１０４）に方向転換することが、前記第二のガス流の一部を前記第二
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のコンプレッサヘッド（１０４）から前記第一のコンプレッサヘッド（１０２）に方向転
換することと交互に起こることによって、前記第一のコンプレッサヘッド（１０２）およ
び前記第二のコンプレッサヘッド（１０４）両方それぞれの全潜在能力未満において前記
コンプレッサ装置（１００）の動作を可能にする、請求項１３記載の方法。
【請求項１６】
　第一のコンプレッサヘッド（１０２）を送出コネクタ（１０６）とともに第二のコンプ
レッサヘッド（１０４）にはめ込んで、交互の順序で、前記第一のコンプレッサヘッド（
１０２）からの第一のガス流の送出と、前記第二のコンプレッサヘッド（１０４）からの
第二のガス流の送出とを可能にすることと、
　前記第一のコンプレッサヘッド（１０２）と前記第二のコンプレッサヘッド（１０４）
との間に往復バイパスコンポーネント（１０８）をはめ込んで、前記第一のコンプレッサ
ヘッド（１０２）と前記第二のコンプレッサヘッド（１０４）との間の流体連絡を構築し
、交互の順序で、前記送出された第一のガス流の一部を前記第一のコンプレッサヘッド（
１０２）から前記第二のコンプレッサヘッド（１０４）に流し、前記送出された第二のガ
ス流の一部を前記第二のコンプレッサヘッド（１０４）から前記第一のコンプレッサヘッ
ド（１０２）に流すことと、
　前記第一のコンプレッサヘッド（１０２）および前記第二のコンプレッサヘッド（１０
４）を交互の順序で駆動させるためのモータ（１１６）を前記第一のコンプレッサヘッド
（１０２）および前記第二のコンプレッサヘッド（１０４）に動作可能にはめ込むことと
を含む、コンプレッサ装置（１００）を製造する方法。
【請求項１７】
　前記送出コネクタ（１０６）が、前記第一のコンプレッサヘッド（１０２）からの前記
第一のガス流を送出するための第一の送出コネクタ（１０６Ａ）、および前記第二のコン
プレッサヘッド（１０４）からの前記第二のガス流を送出するための第二の送出コネクタ
（１０６Ｂ）である、請求項１６記載の方法。
【請求項１８】
　前記第一のコンプレッサヘッド（１０２）が、前記第一のコンプレッサヘッド（１０２
）の吸気行程期間に前記第一のガス流を生成するための第一のダイヤフラム（１２６Ａ）
をさらに備えており、前記第二のコンプレッサヘッド（１０４）が、前記第二のコンプレ
ッサヘッド（１０４）の吸気行程期間に前記第二のガス流を生成するための第二のダイヤ
フラム（１２６Ｂ）をさらに備えている、請求項１６記載の方法。
【請求項１９】
　前記第一のダイヤフラム（１２６Ａ）が、前記第一のコンプレッサヘッド（１０２）の
放出行程期間に、前記第一のガス流の一部を、前記往復バイパスコンポーネント（１０８
）を通じて前記第二のコンプレッサヘッド（１０４）に方向転換し、前記第二のダイヤフ
ラム（１２６Ｂ）が、前記第二のコンプレッサヘッド（１０４）の放出行程期間に、前記
第二のガス流の一部を、前記往復バイパス（１０８）コンポーネントを通じて前記第一の
コンプレッサヘッド（１０２）に方向転換する、請求項１８記載の方法。
【請求項２０】
　前記往復バイパスコンポーネント（１０８）がバイパスオリフィス（１４９）を含み、
前記バイパスオリフィス（１４９）が開放位置にあるときに、前記方向転換した第一のガ
ス流または前記方向転換した第二のガス流のいずれかを前記往復バイパスコンポーネント
（１０８）を通じて流し、前記バイパスオリフィス（１４９）が前記閉鎖位置にあるとき
に、前記方向転換した第一のガス流または前記方向転換した第二のガス流のいずれかの前
記流れを阻止する、請求項１６記載の方法。
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